
ひと・まち★きらり　

すう広報

大島
お

第 32回サザン・セト大島ロードレース

　２月７日、第 32 回サザン・セト大島ロードレー
ス大会が町陸上競技場周辺で開催され、2,888 人
が海沿いのコースで健脚を競いました。
　今年のゲストランナーは弘山晴美さんで、２㎞
と 10 ㎞のレースに参加され、ランナーの皆さんへ
たくさん声援を送ってくださいました。

　　３
2016（平成 28）年
№ 138

月号
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軽自動車税の税制改正のお知らせ

● 原動機付自転車・小型特殊自動車・二輪車等

平成 28 年度から税率が引き上げられます。

種別 内容 税率（年額）
平成 27 年度まで 平成 28 年度から

原動機付自転車

第１種（白色） ５０ｃｃ以下 1,000 円 2,000 円
第２種乙（黄色） ５０ｃｃ超え９０ｃｃ以下 1,200 円 2,000 円
第２種甲（桃色） ９０ｃｃ超え１２５ｃｃ以下 1,600 円 2,400 円
その他（ミニカー） ２０ｃｃ超え５０ｃｃ以下 2,500 円 3,700 円

  小型特殊自動車 農耕作業用 1,600 円 2,400 円
その他（フォークリフトなど） 4,700 円 5,900 円

  軽自動車
二輪のもの　　　　　 側車付のものを含む 2,400 円 3,600 円
被けん引車 ボートトレーラーなど 2,400 円 3,600 円
専ら雪上を走行するもの 2,400 円 3,600 円

  二輪の小型自動車　 4,000 円 6,000 円

● 三輪の軽自動車・四輪以上の軽自動車

　平成 27 年 4 月 1 日以後に新規登録（※１）する車両から、新税率が適用となりました。また、初めての新
規登録（※１）から 13 年を経過した軽自動車に対して、重課税率が適用されます。ただし、動力源または内
燃機関の燃料が電気・天然ガス・メタノール・混合メタノール・ガソリン電力併用の軽自動車は適用されません。

 （※１） 新規登録とは、今までに車両番号の指定を受けたことのない軽自動車を新たに使用するときに受ける検査です。 
　　　初めての新規登録は、自動車検査証の「初度検査年月」で確認できます。

種別
初めての新規登録（※１）を受けたのが

13 年経過した車両
重課税（平成28年度から）平成 27 年 3 月 31 日以前 平成 27 年 4 月 1 日以後

軽自動車

三輪のもの 3,100 円 3,900 円 4,600 円

四輪以上のもの
乗用 営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

貨物用
営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円
自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

● 軽自動車税のグリーン化特例（軽課）

　平成 27 年 4 月 1 日から平成 28 年 3 月 31 日に新規登録された以下の四輪車等の軽自動車は、平成 28 年
度分に限り軽自動車税の軽減税率が適用されます。（※ 平成 28 年度税制改正により適用期限を 1 年延長し、
平成 28 年度に新規取得した三輪以上の軽自動車（新車に限る）について適用することが示されました。）

車種 標準税率（年額）（1） 税 率 を 概 ね
75％軽減

平成 17 年排出ガス基準 75％
低減達成車（★★★★）

（2）税率を概ね
50％軽減

（3） 税 率 を 概 ね
25％軽減

軽自動車

三輪のもの 3,900 円 1,000 円 2,000 円 3,000 円

四輪以上のもの
乗用 営業用 6,900 円 1,800 円 3,500 円 5,200 円

自家用 10,800 円 2,700 円 5,400 円 8,100 円

貨物用 営業用 3,800 円 1,000 円 1,900 円 2,900 円
自家用 5,000 円 1,300 円 2,500 円 3,800 円

（１）電気自動車および天然ガス自動車（ポスト新長期規制からＮＯｘ 10％低減）
（２）軽乗用車（平成 32 年度燃費基準＋ 20％達成）、軽貨物車（平成 27 年度燃費基準＋ 36％達成）
（３）軽乗用車（平成 32 年度燃費基準達成）、軽貨物車（平成 27 年度燃費基準＋ 16％達成）

軽減率と税率

● 問い合わせ　　税務課課税第１班　☎０８２０（７４）１００８

地方税法の一部改正により、次のとおり軽自動車税の税率が変更されます。



3 広報すおう大島 平成 28 年 ( 2016 年 )3 月号

■該当する犬　生後３カ月以上の犬　
■料金（１頭あたり）
・登録済の犬　２，９５０円
　（内訳：予防注射代　２，４００円　注射済票　５５０円）

・未登録の犬　５，９５０円
　（内訳：前記料金および登録料　３，０００円）

■飼い主の住所または飼い主が変更になった場合や犬が死亡
した場合には、届出書を生活衛生課または各総合支所・出張
所へ提出してください。
■新しく犬を飼い始めた方、まだ登録が済んでいない犬を飼
われている方は注射実施までに生活衛生課または各総合支
所・出張所で登録を行ってください。

４
月
14
日
㈭

　８：５０～　８：５５　家房停留所
　９：００～　９：１０　出井停留所
　９：１５～　９：２０　津海木消防機庫
　９：２５～　９：４０　役場沖浦出張所
　９：４５～　９：５５　横見集荷場前
１０：００～１０：１０　日見公会堂
１０：１５～１０：２５　志佐老人憩いの家
１０：３０～１０：５０　山口大島農協選果場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 小松 )
１０：５５～１１：０５　志駄岸神社駐車場
１１：１０～１１：２０　小松港
１１：３０～１１：３５　奥畑停留所
１１：４０～１１：４５　樫原停留所
１１：５０～１１：５５　旧神領停留所
１２：００～１２：１５　旧屋代小学校入口
１２：２０～１２：４０　大島庁舎前公園

４
月
15
日
㈮

　８：３５～　８：４０　三蒲寺家橋
　８：４５～　９：０５　役場蒲野出張所
　９：１０～　９：１５　西の郷浜老人憩いの家
　９：２５～　９：４０　役場椋野出張所
　９：５０～１０：５０　農業者健康管理センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（久賀）
１２：００～１２：０５　樽見渡船待合所
１２：２０～１２：２５　江ノ浦渡船待合所

４
月
18
日
㈪

　８：５０～　８：５５　秋集荷場前
　９：００～　９：０５　吉浦集荷場前
　９：１０～　９：３０　庄集荷場前
　９：３５～　９：４５　三ツ松区民会館
　９：５０～１０：２０　橘庁舎
１０：２５～１０：３５　原区民会館
１０：４０～１０：５０　安高米穀店横
１０：５５～１１：００　鹿家集荷場前
１１：０５～１１：２０　油良集荷場前
１１：３０～１１：３５　長浜集荷場前
１１：４０～１１：５０　しらとり苑横
１１：５５～１２：０５　日前郷集荷場前
１２：１０～１２：２０　役場日良居出張所

４
月
19
日
㈫

　８：５０～　８：５２　馬ヶ原集荷場前
　９：００～　９：１０　油宇集会施設
　９：１５～　９：２５　役場油田出張所
　９：３０～　９：３２　日向泊漁港荷揚場
　９：４０～　９：４５　小伊保田集荷場前
　９：５５～１０：０５　役場和田出張所
１０：１０～１０：１５　内入集荷場前
１０：２０～１０：２５　小泊集荷場前
１０：３０～１０：３５　和佐公民館
１０：４５～１１：０５　東和総合支所
１１：２０～１１：２５　佐連会館
１１：３５～１１：４０　伊崎集荷場前
１１：４５～１１：５０　役場白木出張所
１１：５５～１２：００　船越集荷場前
１２：０５～１２：２０　西方集荷場前

平成 28 年度　狂犬病予防注射日程

▼
犬
の
飼
い
主
の
方
へ

◇
犬
の
フ
ン
の
放
置
に
対
す
る
苦
情
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
散
歩
中
に
、
フ
ン
を
し
た
ら
袋
な

ど
に
入
れ
て
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

◇
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
散
歩
中

も
必
ず
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◇
飼
養
施
設
を
常
に
清
潔
に
し
て
、
周
辺
に
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
生
後
３
カ
月
以
上
の
犬
は
、「
登
録
」
と
毎

年
１
回
の
「
狂
犬
病
予
防
注
射
」
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
死
亡
し
た
と
き
、
ま
た
は
飼
い
主
の
住
所
や

飼
い
主
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
届
出
が
必
要
で

す
。

◇
迷
い
犬
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
首
輪
に
鑑
札
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

ペ
ッ
ト
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う　
犬
・
猫
に
関
す
る
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す

　犬の飼い主は、犬の登録（生涯１回）と、年１回
の狂犬病予防注射を受けさせることが狂犬病予防法
で義務づけられています。左記の日程で予防注射を
行いますので、必要料金および町からお届けする通
知書を持参のうえ受けてください。
　なお、都合により受けられない犬は、獣医師のもとで受け
てください。また、会場によっては状況により若干予定時間
に差異が生じる場合がありますので、ご了承ください。

狂犬病予防注射と犬の登録を行います

■問い合わせ　生活衛生課
☎０８２０（７９）１０１０

▼
猫
の
飼
い
主
の
方
へ

◇
他
人
の
家
に
フ
ン
や
尿
を
し
た
り
、
車
に
上

が
っ
て
キ
ズ
を
つ
け
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

猫
の
健
康
や
安
全
の
た
め
に
も
、
で
き
る
だ
け

屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

◇
繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は
、
不
妊
・
去
勢
手

術
を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
迷
い
猫
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
名
札
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

◎
野
良
猫
へ
の
エ
サ
や
り
に
つ
い
て

　

無
秩
序
な
野
良
猫
へ
の
エ
サ
や
り
行
為
は
、

飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
増
や
す
だ
け
で
は
な

く
、
ノ
ミ
の
発
生
や
悪
臭
等
環
境
を
悪
化
さ
せ

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
一
時
的
な
感
情
で

野
良
猫
に
エ
サ
を
与
え
る
こ
と
は
絶
対
に
や
め

て
く
だ
さ
い
。

◎町内どこの会場でも受けることができます
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旧
和
田
小
学
校
跡
地
利
用

　
　
　
　     

企
業
進
出
協
定
を
締
結

㈱
ビ
ジ
コ
ム
が
サ
テ
ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス
を
開
設
へ

　

東
京
に
本
社
を
置
く
、
流
通
業
や
店
舗
向

け
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
（
販
売
時
点
の
情
報

を
収
集
・
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
）
の
開
発
・

販
売
を
行
う
㈱
ビ
ジ
コ
ム
が
、
平
成
26
年
３

月
に
閉
校
し
た
旧
和
田
小
学
校
跡
地
に
サ
テ

ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス
（
本
社
と
離
れ
た
場
所

に
置
く
事
務
所
）
を
開
設
す
る
こ
と
が
決
ま

り
、
2
月
24
日
、
県
庁
に
お
い
て
進
出
協
定

の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

企
業
誘
致
に
あ
た
っ
て
は
、
東
日
本
大
震

災
以
降
、
一
極
集
中
に
よ
る
被
害
を
少
な
く

す
る
た
め
、
地
方
へ
拠
点
を
分
散
さ
せ
る
企

業
の
動
き
が
あ
る
こ
と
を
受
け
、
山
口

県
が
昨
年
10
月
に
山
口
県
サ
テ
ラ
イ
ト
・

オ
フ
ィ
ス
誘
致
協
議
会
を
設
立
。
県
と

町
と
の
協
働
に
よ
り
誘
致
活
動
を
展
開

し
、
今
回
、
企
業
側
と
調
整
を
進
め
た

結
果
、
互
い
の
条
件
が
合
致
し
た
こ
と

か
ら
、
進
出
協
定
の
締
結
に
至
り
ま
し

た
。
県
と
連
携
し
て
中
山
間
地
域
へ
の

サ
テ
ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
は
県

内
で
は
初
め
て
。

　

調
印
式
で
は
、
村
岡
嗣
政
山
口
県
知

事
立
ち
会
い
の
も
と
、
㈱
ビ
ジ
コ
ム
の

中ち
ゅ
う
ま
ん馬
浩
代
表
取
締
役
と
椎
木
町
長
の
間

で
協
定
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
進
出
に
あ
た
り
中
馬
社

長
は
「
地
方
の
活
性
化
を
図
り
、
地
域

経
済
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。
地
域
で
の

人
材
の
確
保
や
人
材
の
育
成
に
も
取
り
組
ん

で
い
く
」
と
抱
負
を
述
べ
、村
岡
知
事
は
「
人

口
減
少
が
進
む
中
山
間
地
域
に
県
内
で
初
め

て
サ
テ
ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
事
業
拠

点
を
開
設
す
る
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
。
新

た
な
活
力
を
生
み
出
す
動
き
に
つ
な
が
っ
て

い
く
も
の
と
期
待
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

椎
木
町
長
も
「
待
望
の
サ
テ
ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ

ス
の
誘
致
が
か
な
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

進
出
協
定
の
調
印
を
終
え
た（
写
真
右
か
ら
）

椎
木
町
長
、
村
岡
知
事
、
中
馬
社
長

▲旧和田小学校校舎

起
業
の
島
の
プ
ラ
ン
コ
ン
ペ

最
優
秀
賞
決
ま
る

　

周
防
大
島
の
地
域
資
源
の
活
用
や
島

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
を
募
集
し
て
い
た
、
周
防
大
島
町
定

住
促
進
協
議
会
の
「
起
業
の
島
の
プ
ラ

ン
コ
ン
ペ
」
の
最
終
発
表
会
が
1
月
30

日
、
役
場
大
島
庁
舎
で
行
わ
れ
、
最
終

選
考
に
残
っ
た
５
名
の
移
住
者
や
移
住

希
望
者
か
ら
起
業
の
提
案
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

発
表
者
は
そ
れ
ぞ
れ
、
周
防
大
島
の

農
業
や
住
環
境
な
ど
に
着
目
し
た
新
し

い
事
業
を
提
案
。
事
業
に
対
す
る
思
い

や
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
資
金
計

画
な
ど
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
考
の
結
果
、三
浦
宏
之
さ
ん
の
「
Ｗ

Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｆ
（
ウ
ー
フ
）《
作
業
な
ど
の

手
伝
い
の
代
わ
り
に
宿
泊
や
食
事
を
提

供
す
る
仕
組
み
》」
に
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
を
組
み
合
わ
せ
た
提
案
が
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

▲どのプランも周防大島の魅力を
　引き出すアイデアが満載のコン
　ペとなりました

に
な
い
事
業
モ
デ
ル
と
し
て
企
業
進
出
の
新

た
な
道
筋
に
な
る
。
雇
用
促
進
や
若
者
定
住

に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
」
と
期
待
を
寄
せ
ま

し
た
。

　

サ
テ
ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
を
駆
使
し
、
シ
ス
テ
ム
開
発
や

物
流
管
理
な
ど
、
本
社
業
務
の
一
部
を
今
年

7
月
か
ら
開
始
す
る
予
定
で
、
従
業
員
も
将

来
的
に
は
最
大
25
名
ま
で
増
や
し
て
い
く
予

定
で
す
。

◀
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表
彰

全
国
大
会
出
場
者
へ

激
励
費
授
与

◆
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
指
導
員
褒
賞

・
ゴ
ー
ル
ド
褒
賞

　

中
谷
清
一
郎
さ
ん
（
小
松
開
作
）

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
一
環
と
し

て
、
全
国
大
会
に
出
場
さ
れ
る
個

人
・
団
体
に
激
励
費
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。（
授
与
式　

2
月
12
日
）

○
平
成
27
年
度
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

　

第
34
回
全
国
高
等
学
校
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
選
抜
大
会

開
催
期
間　

３
月
26
日
～
28
日

開
催
地　

静
岡
県

・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技（
男
子
個
人
）

　

周
防
大
島
高
校　

２
年

　

横
田
鉄
矢
さ
ん

○
平
成
27
年
度
全
国
高
等
学
校
選

抜
ボ
ー
ト
大
会

開
催
期
間　

３
月
19
日
～
21
日

開
催
地　

静
岡
県

・
団
体
（
ボ
ー
ト
）
女
子
ダ
ブ
ル

ス
カ
ル

　

周
防
大
島
高
校　

2
年

　

川
上
直
花
さ
ん

　

山
﨑
柚
香
さ
ん

○
平
成
27
年
度
第
24
回
ヤ
ン
グ

リ
ー
グ
春
季
大
会

開
催
期
間　

３
月
26
日
～
28
日

開
催
地　

岡
山
県

・
少
年
硬
式
野
球
（
中
学
部
）

　

濱
中
正
樹
く
ん（
安
下
庄
中
２
年
）

　

松
岡
翔
斗
く
ん
（
久
賀
中
２
年
）

　

大
谷　

巧
く
ん
（
東
和
中
２
年
）

　

藤
木
健
人
く
ん
（
久
賀
中
２
年
）

　

清
水
玲
央
く
ん
（
東
和
中
２
年
）

　

全
国
大
会
に
出
場
さ
れ
た
大
島

商
船
高
等
専
門
学
校
の
個
人
・
団

体
に
激
励
費
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。（
授
与
式　

2
月
12
日
）

○
第
70
回
国
民
体
育
大
会

開
催
期
間　

９
月
10
日
～
13
日

開
催
地　

和
歌
山
県

・
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
少
年
男
子

レ
ー
ザ
ー
ラ
ジ
ア
ル
級

　

２
年　

豊
島
以
知
朗
さ
ん

○
平
成
27
年
度
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
ヨ
ッ
ト
競
技
大
会

　

第
56
回
全
国
高
等
学
校
ヨ
ッ
ト

選
手
権
大
会

開
催
期
間　

8
月
13
日
～
16
日

開
催
地　

和
歌
山
県

・
ヨ
ッ
ト
競
技
男
子
Ｆ
Ｊ
級
ソ
ロ

２
年　

永
嶋
星
太
さ
ん
・
岡
松
諒

於
さ
ん
・
櫻
木
一
輝
さ
ん
・
1
年

高
橋
翔
さ
ん

・
ヨ
ッ
ト
競
技
男
子
４
２
０
級

３
年　

石
原
明
さ
ん
・
犬
伏
凌
さ

ん
・
１
年　

伊
藤
明
洋
さ
ん
・
加

藤
陸
さ
ん

○
平
成
27
年
度
第
50
回
全
国
高
等

専
門
学
校
体
育
大
会

【
陸
上
競
技
】

開
催
期
間　

８
月
29
日
～
30
日

開
催
地　

福
岡
県

・
男
子
４
０
０
ｍ　

５
年　

谷
本

裕
俊
さ
ん
・
４
年　

大
野
達
也
さ

ん
・
男
子
砲
丸
投　

３
年　

岡
村

泰
宏
さ
ん

【
柔
道
競
技
】

開
催
期
間　

８
月
22
日
～
23
日

開
催
地　

宮
崎
県

・
男
子
90
㎏
級
（
個
人
）　

５
年　

鷲
頭
真
紗
城
さ
ん
・
男
子
90
㎏
超

級
（
個
人
）　

２
年　

田
中
大
士
さ

ん
・
女
子
52
㎏
級
（
個
人
）　

１
年

椙
原
優
月
さ
ん
・
女
子
63
㎏
級
（
個

人
）　

２
年　

松
尾
京
さ
ん

・
団
体　

５
年　

島
居
文
哉
さ
ん
・

鷲
頭
真
紗
城
さ
ん
・
井
上
誠
之
さ

ん
・
４
年　

藤
井
拓
巳
さ
ん
・
2

年　

田
中
大
士
さ
ん
・
牧
野
綜
太

さ
ん
・
竹
村
尚
悟
さ
ん

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
】

開
催
期
間　

8
月
26
日
～
27
日

開
催
地　

宮
崎
県

・
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

３
年　

森
重

晴
太
さ
ん
・
大
田
祐
さ
ん
・
女
子

シ
ン
グ
ル
ス　

２
年　

小
島
美
紅

さ
ん

【
水
泳
競
技
】

開
催
日　

８
月
30
日

開
催
地　

鹿
児
島
県

・
男
子
１
０
０
ｍ
自
由
形
、
男
子

２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー　

４
年

砂
田
一
虎
さ
ん
・
男
子
１
０
０
ｍ

背
泳
ぎ　

３
年　

康
田
進
太
郎
さ

ん
・
男
子
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ　

４
年　

水
中
春
道
さ
ん
・
男
子

２
０
０
ｍ
自
由
形　

３
年　

内
田

幹
教
さ
ん
・
男
子
２
０
０
ｍ
背
泳

ぎ　

２
年　

稲
田
優
翔
さ
ん

・
男
子
４
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
、

男
子
４
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

５
年　

米
津
晃
人
さ
ん
・
松
浦
圭

祐
さ
ん
・
４
年　

岩
本
竜
輔
さ
ん
・

３
年　

長
島
健
太
さ
ん
・
石
丸
貴

博
さ
ん
・
２
年　

岩
﨑
涼
壱
さ
ん
・

１
年　

好
野
大
輝
さ
ん
・
山
本
大

輔
さ
ん

【
サ
ッ
カ
ー
競
技
】

開
催
期
間　

8
月
26
日
～
29
日

開
催
地　

大
分
県

５
年　

藤
本
大
地
さ
ん
・
恩
塚
智

也
さ
ん
・
菊
池
想
さ
ん
・
藤
山
智

史
さ
ん
・
古
川
幸
之
介
さ
ん
・
森

本
一
光
さ
ん
・
４
年　

福
田
康
成

さ
ん
・
札
岡
浩
輝
さ
ん
・
中
坪
真

さ
ん
・
白
濱
満
さ
ん
・
賀
屋
快
斗

さ
ん
・
３
年　

樹
下
馨
さ
ん
・
山

田
真
司
さ
ん
・
徳
永
諒
さ
ん
・
吉

岡
陸
さ
ん
・
正
木
駿
さ
ん
・
峯
竜

一
さ
ん
・
２
年　

中
村
友
哉
さ
ん
・

溜
池
政
樹
さ
ん
・
星
田
恭
佑
さ
ん

▲周防大島高校のみなさん

▲大島商船高等専門学校のみなさん

▲ヤングリーグ春季大会に出場される
　岩国ヤングホープスのみなさん
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国民健康保険と後期高齢者医療保険に加入の皆様へ　こんなときは、役場に届出が必要です

　

こ
の
制
度
は
、
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
を
利
用
し
て
、
自
己
負

担
が
高
額
に
な
っ
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

平
成
26
年
８
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
７
月
31
日
の
計
算
期
間
で
、
対
象

に
な
る
と
思
わ
れ
る
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

世
帯
に
は
申
請
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
次
に
該
当
す
る
方
は
、
対
象
と
な
っ
て
い
て
も
確
認
が
で
き
な

い
た
め
、
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

①
平
成
26
年
８
月
か
ら
平
成
27
年
７
月
の
間
に
住
所
を
変
更
し
た
方

　
（
国
民
健
康
保
険
の
場
合
は
市
町
村
を
越
え
て
住
所
を
変
更
し
た
方
、　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
場
合
は
都
道
府
県
を
越
え
て
住
所
を
変
更
し
た

方
）

②
他
の
医
療
保
険
か
ら
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入

　

し
た
方

　

こ
れ
ら
に
該
当
す
る
方
は
、
前
住
所
地
や
以
前
加
入
し
て
い
た
医
療
保

険
で
の
自
己
負
担
額
証
明
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
申
請
を
し

て
も
、
限
度
額
を
超
え
な
い
場
合
は
不
支
給
と
な
り
ま
す
。

※
被
用
者
保
険
（
職
場
の
健
康
保
険
・
共
済
組
合
な
ど
）
に
加
入
し
て
い

る
方
は
、
ご
加
入
の
被
用
者
保
険
の
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
支
給
額
算
定
方
法

　

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
で
自
己
負
担
が
あ
り
、
高
額
療
養
費
な

ど
の
給
付
を
受
け
た
後
の
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
の
合
算
額

が
計
算
対
象
期
間
1
年
間
で
自
己
負
担
額
を
超
え
た
額
を
７
月
31
日
時
点

の
世
帯
単
位
で
支
給
し
ま
す
。（
同
一
世
帯
で
あ
っ
て
も
他
の
医
療
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
と
の
合
算
は
で
き
ず
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
ご
と

に
別
々
に
計
算
し
ま
す
。）

■
申
請
先　

平
成
27
年
７
月
31
日
に
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課　

医
療
保
険
班　

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
２

こんなとき
手続きに必要なもの（欄外下の※を併せてご参照ください）
国民健康保険加入者 後期高齢者医療保険加入者

他の市区町村から転入したとき 転出証明書 転出証明書・負担区分証明書等（前住
所地で申請し交付を受けた場合）

転出・転居・世帯変更するとき
世帯主や氏名等が変わったとき 保険証 保険証

修学のため別に住所を定めるとき 保険証・在学証明書

社会保険を脱退したとき 社会保険を脱退した証明書

社会保険に加入したとき 国保・社保両方の保険証

子どもが生まれたとき 保険証・母子健康手帳

加入者が死亡したとき 保険証・死亡を証明するもの 保険証・死亡を証明するもの

生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書 保護廃止決定通知書

生活保護を受けるようになったとき 保険証・保護決定通知書 保険証・保護決定通知書

交通事故など第三者から傷害を受け
保険証を使用したとき 保険証・交通事故の場合事故証明 保険証・交通事故の場合事故証明

保険証を紛失したとき 本人であることを証明するもの 本人であることを証明するもの

一定の障害がある 65 歳以上 75 歳未
満の方で、医療保険の変更手続きを
するとき

〈国保から後期に変更の場合〉
年金証書、身体障害者手帳・医師
の診断書等障害の程度を確認でき
る書類・保険証

〈後期から国保に変更の場合〉
保険証

国民健康保険と後期高齢者医療保険のどちらに加入するか選択できます。
※必ず該当する方の印鑑を持参してください。
※原則として、マイナンバーの記載が必要になります。マイナンバーが分かるものと、本人確認のための運転免許証等の身分
　証明書をご持参ください。代理申請の場合は、代理の方の身分を証明するものも持参してください。
　詳細につきましては、健康増進課医療保険班〈☎ 0820（73）5502〉までお問い合わせください。
※各種届出は最寄りの総合支所および出張所で手続きできます。

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費

制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

～  
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？  

～
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　食品を買う時に何を基準に選んでいますか。選ぶ基準はそれぞれ
違うと思いますが、ぜひ選択の１つに食塩量を入れてみませんか。
　ちょび塩を実践するためのポイントは、まず自分が摂っている食
塩量を知ることです。栄養成分表示にはエネルギー以外に脂質や食
塩量が載っています。平成 26 年 3 月に食品表示基準が制定され、「ナ
トリウム」から「食塩相当量」で表示されることに決まりましたが、
まだナトリウムでの表示が多いため、ナトリウム量から食塩量を計
算する方法をご紹介します。

しっちょる？   やっちょる？   健康づくり！～「ちょび塩」でおいしく元気に！ ～ 36

ちょび塩お役立ちアイテム　「栄養成分表示」

●ちょび塩クイズ
　おやつの定番「和菓子」。ズバリ、塩分が一番多い和菓子はどれでしょう。
　（答えは 13 ページに掲載）
① さくら餅　②　どら焼き　③　ごませんべい　④　みたらし団子

◆問い合わせ
健康増進課　健康づくり班

☎０８２０（７３）５５０４

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
原
則
と
し
て
介
護
保
険
料
が

差
し
引
か
れ
て
い
る
年
金
か
ら
の
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
に
よ

り
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

次
に
該
当
す
る
方
は
、
４
月
に
受
け
と
る
年
金
か
ら
保
険
料

が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

①
す
で
に
本
年
２
月
の
年
金
で
天
引
き
さ
れ
て
い
る
方

②
昨
年
10
月
２
日
ま
で
に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険

者
と
な
り
、
年
金
の
受
給
額
が
年
18
万
円
以
上
の
方

（
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
合
計
額
が
、
年

金
受
給
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
と
き
）

※
た
だ
し
、
①
②
に
該
当
し
て
い
て
も
、「
国
民
年
金
」
と
「
厚

生
年
金
」
な
ど
複
数
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
、
年
金

天
引
き
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
申
請
に
よ
り
年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替
で
の

納
付
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
税
申
告
の

際
の
社
会
保
険
料
控
除
は
、
振
替
口
座
の
口
座
名
義
人
に
適
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
手
続
き
を
し
た

後
、
役
場
健
康
増
進
課
医
療
保
険
班
ま
た
は
各
総
合
支
所
・
出

張
所
の
窓
口
で
納
付
方
法
変
更
の
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
納
付
状
況
に
よ
り
変
更
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課 

医
療
保
険
班

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
２

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

年
金
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
４
月
開
始
に
つ
い
て

食塩相当量＝ナトリウム（㎎）× 2.54 ÷ 1000
　※「食塩相当量 1g ＝ナトリウム 400mg」と覚えておくと、目安が
　　分かり便利です。

　食塩に関する表示はいろいろありますが、基本は栄養成分表を見ることです。自分の味覚だけに頼らず、
食品のパッケージに表示されている栄養成分表示を見ることを習慣にすることから始めましょう。

うす塩味
塩味控えめ

「うす塩味」、「塩分控えめ」は、味覚に関する表現で、ナトリウムが少ないことを表現しているわけではあ
りません。実際には通常の食品と食塩量が変わらなかったということもあるので要注意です。

食塩無添加 食品の加工段階で食塩を使用していないことを表示しているもので、食塩が含まれていないことを意味し
ているわけではありません。

 無塩食品
減塩食品

最近はおいしい無塩食品や減塩食品が販売されていますが、食塩の代わりに塩化カリウムを使った食品も
あります。腎疾患があり、カリウム制限がある人は注意が必要なため、主治医や管理栄養士、薬剤師に相
談しましょう。

■食塩に関する栄養成分表示

☆ 1 日食塩摂取量は男性８g、女性 7g
　食品の中にはかなり多いものもあり
ます。注意しないとあっという間に食
塩摂取量を超えてしまうので注意が必
要です。

①「１００ｇ当たり」で表示されてい
る場合があるので注意しましょう。

栄養成分表
1 袋（ 4 ｇ）当たり

　エネルギー　　  10kcal
　たんぱく質　　　0.8 ｇ
　脂質　　　　　　0.3 ｇ
　炭水化物　　　    1.1 ｇ
　ナトリウム       660 ｍｇ

食塩相当量　1.7 ｇ

（例）

☜ ①
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〇木造薬師如来坐像（写真：中央）
　１躯　像高　122.4 ㎝
　高く肉髻を盛り上げ、髪際線は一直線で額の
狭い四角張った面相、鼻腔を刳らぬぐす鼻、三道の盛り上がりも大きい。
がっしりした肩、豊かな胸、全体に太づくりの堂々とした躰躯、膝厚も大きく、裳先の出も少ない。
流れる様な大振りの衣文、膝奥に三角材を補わないのも古様で、その製作は藤原時代中期頃とみ
られる。
〇木造聖観世音菩薩立像（写真：右から２番目）　１躯　像高　147.0 ㎝
　全体に古様の一木彫成像で、面部も下ぶくれの円相で、相好に優しさがある。条帛や膝上の天
衣の衣文などにも藤原調が見られる。藤原時代の末期の制作。
〇木造地蔵菩薩立像（写真：左から２番目）　１躯　像高　138.8 ㎝
　円相で体躯の肉付きもよく、肩の張りもありがっしりとしている。おとなしい裳裾のあつかい
など藤原時代の特色が見られる。
〇木造二天王立像　2 躯
　阿形（写真：１番右）　像高　172.3 ㎝　ヒノキ材の一木造り。台座高　14.3 ㎝
　吽形（写真：１番左）　像高　172.3 ㎝　ヒノキ材の一木造り。台座高　14.0 ㎝
　がっしりとした体躯、古様な背刳り、彫りの浅い衣文線、おとなしい裳裾のあつかいなど藤原
時代の特色が見られる。

　各像ともに素朴な地方作で、製作年代が古く、特に薬師如来を中心に聖観世音菩薩と地蔵菩薩
を脇侍とし、二天像が主護神として全体で一具の形で安置せられ、全て藤原仏であることは貴重
である。作者は不明であるが、地方作であることはむしろ資料的に価値が高い。

≪町文化財保護審議会委員　菊本雅喜≫

周 防 大 島 の 文 化 財

木 造 薬 師 如 来 坐 像 ほ か
（平野  薬師堂）

12

かしこい
消費者

めざせ！

相
談
は

　

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
０
９
９
９

　

ま
た
は
周
防
大
島
町
商
工
観
光
課

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

【
相
談
】

　

高
齢
の
母
が
、
先
日
し
つ
こ
い
電
話
勧
誘
に
会
い
、
そ
の
場

は
何
と
か
断
っ
た
が
、
一
人
暮
ら
し
の
た
め
、
今
後
の
こ
と
を

考
え
る
と
不
安
だ
。
何
か
対
応
方
法
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
処
理
】

　

一
度
電
話
に
出
る
と
切
り
に
く
く
な
る
た
め
、
あ
や
し
い
電
話

に
は
、
出
な
い
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
が
有
効
だ
と
助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

在
宅
中
で
も
留
守
番
電
話
機
能
を
利
用
し
、
必
要
に
応
じ
て

後
で
か
け
直
す
よ
う
に
し
た
り
、
発
信
者
番
号
表
示
機
能
の
あ

る
電
話
を
使
用
し
て
い
る
場
合
に
は
、
番
号
非
通
知
や
知
ら
な

い
番
号
か
ら
の
電
話
に
は
出
な
い
と
い
う
方
法
な
ど
、
発
信
者

を
確
認
し
て
か
ら
電
話
に
出
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

　

し
か
し
、
電
話
が
鳴
っ
て
い
る
の
に
出
な
い
の
は
心
苦
し
い

と
い
う
方
に
は
、
今
使
っ
て
い
る
電
話
機
に
「
通
話
録
音
装
置
」

を
取
り
付
け
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
「
犯
罪
被
害
防
止

の
た
め
会
話
内
容
が
自
動
録
音
さ
れ
ま
す
」
と
い
う
ア
ナ
ウ
ン

ス
の
後
に
、
呼
び
出
し
音
が
鳴
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
悪
質
業
者

は
証
拠
が
残
る
こ
と
を
嫌
が
る
た
め
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
途
中
で

切
っ
て
し
ま
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
途
中
で
電
話

が
切
れ
て
し
ま
え
ば
、
呼
び
出
し
音
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、身
内
な
ど
の
電
話
番
号
は
、事
前
に
登
録
し
て
お
け
ば
、

警
告
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
な
い
よ
う
に
も
で
き
ま
す
。

悪
質
な
電
話
勧
誘
販
売
や
振
り
込
め
詐
欺
か
ら

高
齢
者
を
守
る
工
夫
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　脂質異常症についてお話します。脂質異常症とは血管の中の脂質（コ
レステロールや中性脂肪等）が増えすぎている状態を言います。血管の
壁にコレステロールがたまり、狭くなってしまうため進行すると脳梗塞
や心筋梗塞につながります。脂質異常症の改善のためには食事療法と運
動療法を組み合わせて行う必要があります。食事のポイントの１つが『飽
和脂肪酸の摂取を控える』です。飽和脂肪酸は肉の脂身や皮、乳脂肪（バ
ター等）、ヤシ油等に多く含まれています。肉類は脂身や皮を取り除き
赤身を食べる・脂身の少ない部位（鶏もも肉→むね肉→ささみ）を選ぶ、
乳製品は低脂肪の物を選ぶ、などの工夫が必要です。またコレステロー
ルを下げるはたらきのある『多価不飽和脂肪酸を充分に摂取する』こと
も必要です。青身の魚を１日１回切り身で１切れを目安に、豆類も積極
的に摂取しましょう。中性脂肪が高い方は、炭水化物の重ね食べ（めん
類と一緒にごはんを食べる等）、甘いお菓子やジュース・果物の摂り過ぎ、
等に注意しましょう。今回は青魚を使ったレシピを紹介します。

周防大島町食生活改善推進協議会大島支部　兼吉　美代子
材料 ４人分

ブリ
こしょう
油
生しいたけ
しめじ
たまねぎ
酢
酒
しょうゆ
粒マスタード
水菜

４切れ
少々

大さじ１／２
２枚

８０ｇ
１００ｇ
大さじ１
大さじ１
大さじ１
小さじ１
１５０ｇ

① ブリはこしょうをふっておく。
② しいたけは石づきをとり薄切りに、しめじは石づきをとり、ほぐしておく。
③ たまねぎは薄切りにする。
④ 水菜はさっと茹でて水に取り、水気を絞って３㎝長さに切る。皿に敷いて
　 おく。
⑤ フライパンに油を熱し、①を両面こんがりと焼き、水菜の上に盛る。
⑥ 同じフライパンで②③を炒めてしんなりしたら、Ａを加えてソースを作る。
　 ブリの上にかける。

エネルギー　229kcal　　たんぱく質　 17.4 ｇ　　脂質　 14.3 ｇ
食物繊維   　2.6 ｇ　　食塩相当量 　0.8 ｇ

＜作り方＞

ブリのソテーきのこソース

Ａ

　

六
月
十
五
日
の
明
け
方
、
第
二
奇

兵
隊
や
浩
武
隊
が
大
島
に
上
陸
し
、

屋
代
の
西
蓮
寺
を
本
陣
と
し
て
出
撃

し
ま
し
た
。
十
六
日
の
松
山
藩
軍
と

の
戦
い
が
、「
第
二
奇
兵
隊
大
島
郡
合

戦
日
記
」
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
（『
山

口
県
史 

幕
末
維
新
４
』
所
収
）。

　
「（
幕
府
軍
に
占
拠
さ
れ
て
い
る
）

久
賀
村
に
攻
め
入
ろ
う
と
山
上
に

登
っ
た
と
こ
ろ
、
安
下
庄
村
を
占
拠

し
て
い
る
松
山
藩
軍
が
三
手
に
分
か

れ
、
一
手
は
石
観
音
清
水
峠
、
一
手

は
源げ
ん
め
い明
峠
、
一
手
は
笛ふ
え
ふ
き吹
か
ら
押
し

寄
せ
て
来
た
の
で
、
浩こ
う
ぶ武
隊
は
石
観

音
清
水
峠
の
南
側
、
第
二
奇
兵
隊
は

頂
上
で
戦
い
は
じ
め
た
。
夕
方
ま
で

激
し
く
戦
い
、
大
敗
北
し
た
松
山
藩

軍
は
安
下
庄
村
に
撤
退
し
て
残
ら
ず

出
帆
し
た
。」

　

翌
十
七
日
に
は
久
賀
村
の
幕
府
軍

と
激
し
い
戦
闘
に
な
り
、
十
九
日
に

再
び
攻
撃
を
始
め
た
幕
府
軍
は
、
民

家
に
立
ち
入
っ
て
鋤
や
鍬
な
ど
残
ら

ず
船
に
積
み
込
み
、
家
屋
を
焼
き
払

い
ま
し
た
（「
四
境
戦
争
一
事
」『
山

口
県
史 
幕
末
維
新
４
』
所
収
）。
幕

府
軍
艦
富
士
山
丸
の
艦
長
の
日
記
に

四
境
の
役
一
五
〇
周
年
連
載
コ
ラ
ム
⑪

　
　
　
　
　
　
　
　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校　

准
教
授　

田
口
由
香

は
、
幕
府
軍
は
十
八
日
の
夜
中
に
芸

州
口
（
六
月
十
四
日
に
大
竹
村
で
開

戦
）
応
援
の
た
め
久
賀
村
を
引
き
払

う
予
定
で
し
た
が
、「
無
傷
の
ま
ま

引
き
払
い
を
命
じ
て
は
陸
軍
兵
が
騒

動
を
起
こ
す
か
も
し
れ
な
い
」、「
引

き
払
い
の
な
か
夜
襲
な
ど
に
あ
っ
て

は
済
ま
さ
れ
な
い
」
と
い
う
理
由
か

ら
、
再
攻
撃
を
決
定
し
た
と
あ
り
ま

す
（「
長
州
征
伐
日
記
」『
韮
山
町
史

別
篇
資
料
集
五
』
所
収
）。

　

二
十
日
に
幕
府
軍
が
出
帆
し
た
こ

と
で
大
島
は
奪
回
さ
れ
、
大
島
口
で

の
戦
い
は
終
結
し
ま
し
た
が
、
安
下

庄
村
や
久
賀
村
は
多
大
な
被
害
を
受

け
た
の
で
す
。

◎
次
回
は
「
松
山
藩
と
の
戦
後
交
渉
」
に

つ
い
て
で
す
。　

▼
大
島
口
の
戦
い  

― 

大
島
奪
回
（
陸
戦
） 

―

▲第二奇兵隊本陣跡（西蓮寺）
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山
口
県
柳
井
農
林
事
務
所
森
林
部

 　

４
月
は
タ
ケ
ノ
コ
の
収
穫
の
季
節
で
す
。
タ
ケ

ノ
コ
を
掘
っ
て
、
出
荷
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

発
生
し
た
タ
ケ
ノ
コ
を
放
置
す
る
と
、
竹
林
は

拡
大
し
、
隣
接
地
や
農
地
な
ど
に
侵
入
し
て
い
き

ま
す
。
そ
の
駆
除
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
タ
ケ
ノ
コ
を
掘
っ
て
出
荷
す
れ

ば
、
竹
林
の
拡
大
防
止
と
収
入
の
一
挙
両
得
で
す
。

　

タ
ケ
ノ
コ
の
掘
り
取
り
に
は
唐
鍬
を
使
い
ま
す
。

タ
ケ
ノ
コ
の
腹
面
か
ら
鍬
で
掘
り
、
地
下
茎
の
接

合
部
の
や
や
上
か
ら
切
断
し
ま
す
。
鍬
傷
の
あ
る

タ
ケ
ノ
コ
は
、
商
品
価
値
が
極
端
に
落
ち
る
の
で
、

傷
を
つ
け
な
い
よ
う
に
掘
り
取
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
掘
り
と
っ
た
タ
ケ
ノ
コ
は
、
日
光
に
当
て
な

い
よ
う
に
し
、
で
き
る
だ
け
早
く
選
別
を
行
い
出

荷
し
ま
す
。

　

集
荷
は
４
月
に
入
っ
て
か
ら
週
３
回
程
度
、
Ｊ

Ａ
の
各
支
所
に
て
荷
受
け
さ
れ
る
予
定
で
す
。
出

荷
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
の
登
録
が
必
要
と
な
り

ま
す
が
、
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
支
所
に
行
け
ば
、
ど
な

た
で
も
登
録
し
て
出
荷
で
き
ま
す
。
な
お
、
出
荷

規
格
（
予
定
）
は
図
の
と
お
り
で
す
。

　

タ
ケ
ノ
コ
栽
培
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
お

気
軽
に
柳
井
農
林
事
務
所
森
林
部
（
担
当
・
井
上

祐
一
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

柳
井
（
岩
国
）
農
林
事
務
所
森
林
部

☎
０
８
２
７
（
２
９
）
１
５
６
５

《たけのこ出荷規格》
区分

規格
長さ

小
　25 ㎝以下
　（コンテナの短辺にゆったり入るサイズ）

中
　26 ㎝以上～ 45 ㎝以下
　（コンテナの長辺にゆったり入るサイズ）

※出荷にあたっての注意事項（根イボが全くないものは荷受不可）
１　親根よりイボ２節以上から傷を付けないように掘り取り、必
　ずイボ１節を残して節間と平行に切断する。
２　４５ｃｍ以内で根イボが一部欠けているものは規格外品で受
　け入れる。

た
け
の
こ
を

出
荷
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

■対象者　次のいずれかに該当する方
　・将来周防大島で農業を営むことを希望する方　
　・援農作業を希望する方

周防大島で農業を始めませんか

○周防大島みかんいきいき営農塾
◆募集人員　50 名程度　◆参加費　８, ０００円
◆受講期間　平成 28 年５月～平成 29 年４月
　　　　　　毎月１回、第２火曜日予定
◆会場　大島柑きつ振興センター他
◆研修内容　みかん栽培、流通の仕組み等

○ＪＡ生き活き帰農塾
◆募集人員　30 名程度　◆参加費　８, ０００円
◆受講期間　平成 28 年５月～平成 29 年４月
　　　　　　毎月１回、第４水曜日予定
◆会場　ＪＡ山口大島久賀支所他
◆研修内容等　農業初心者向けに野菜・落葉果樹
　　　　　　　等幅広い作物の栽培基礎等

受 講 生 募 集

■申し込み・問い合わせ　周防大島担い手支援センター　☎０８２０（７９）１００７

■応募期限　４月 13 日㈬　
　　　　　　　※応募多数の場合は選考
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　鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する
法律により、愛玩を目的とした野生鳥獣の捕獲が禁
止となっています。
　野生鳥獣とは、メジロやホオジロなどを含むすべ
ての鳥獣です。
　ただし、野外で野鳥を観察できない高齢者等に対
し、自然とふれあう機会を設けることが必要である
場合等は許可される場合があります。
　また、狩猟や有害鳥獣の駆除などを行う場合も、
行政機関の許可が必要です。

〈メジロの飼養登録について〉
　現在、飼養登録されているメジロについては、そ
の個体に限り引き続き飼養が可能ですが、毎年、飼
養登録の更新手続きが必要です。

■問い合わせ
農林課 農林振興班

☎０８２０（７９）１００２

野生鳥獣の捕獲は
原則禁止です

　

道
の
駅
サ
ザ
ン
セ
ト
と
う
わ
の
隣
に
あ

る
町
指
定
有
形
文
化
財
の
服
部
屋
敷
を
ご

存
じ
で
す
か
？
服
部
屋
敷
は
明
治
18
年
に

神
社
仏
閣
を
造
る
こ
と
で
有
名
な
地
元
長

州
大
工
に
よ
り
建
築
さ
れ
、
平
成
６
年
に

現
在
の
場
所
に
移
築
・
復
元
さ
れ
た
お
屋

敷
だ
そ
う
で
す
。
申
し
込
み
を
す
れ
ば
一

般
利
用
も
可
能
で
す
が
ほ
と
ん
ど
利
用
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
せ
っ
か
く
の
立

派
な
お
屋
敷
を
使
わ
な
い
な
ん
て
も
っ
た

い
な
い
！
と
イ
ベ
ン
ト
を
企
む
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
女
性
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。

　
「
服
部
さ
ん
ち
に
遊
び
に
い
こ
う
」
と
銘

打
っ
て
、
第
一
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
昨
年
11

月
に
開
催
し
ま
し
た
。
お
屋
敷
の
掃
除
を

し
た
後
、
隣
に
あ
る
加
工
場
で
郷
土
料
理

の
け
ん
ち
ょ
う
や
海
水
か
ら
塩
を
作
り
、

お
む
す
び
に
使
っ
て
お
屋
敷
で
頂
き
ま
し

た
。
第
二
回
は
３
月
の
ひ
な
祭
り
に
あ
わ

せ
て
お
ひ
な
様
の
飾
り
付
け
と
桜
餅
作
り
。

希
望
者
は
着
物
を
着
て
大
人
の
ひ
な
祭
り

を
し
ま
し
た
。
地
元
の
方
、
移
住
者
、
島

外
か
ら
の
参
加
者
も
含
め
初
対
面
の
方
が

多
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
お
掃
除
か
ら

調
理
、
お
食
事
の
頃
ま
で
に
は
す
っ
か
り

打
ち
解
け
て
和
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
心
と
き
め
く
よ
う
な
企
画
を
考

え
て
い
く
予
定
で
す
。
こ
ん
な
こ
と
を
や

り
た
い
等
、
ア
イ
デ
ア
の
あ
る
方
、
参
加

し
た
い
と
い
う
方
大
歓
迎
で
す
。

　

さ
て
、
次
回
の
海
岸
清
掃
は
４
月
16
日

㈯
午
前
11
時
か
ら
、
日
前
の
白
鳥
ヶ
浜
で

行
い
ま
す
。
協
力
隊
三
浦
さ
ん
か
ら
引
き

継
ぎ
後
、
初
の
海
そ
う
じ
に
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

周防大島町定住促進協議会
☎０８２０（７４）１００７

▲服部屋敷で行ったひな祭りイベント

２

　日ごろより竜崎温泉潮風の湯をご利用いた
だき、ありがとうございます。
　旧橘町および周防大島町が発行した竜崎温
泉潮風の湯の入浴回数券（使用期限の記載のな
いもの）につきまして、発行から相当の年数が
経過しているため、お早めにご利用いただきま
すようお願いいたします。
　また、新しい回数券との交換も行っておりま
すので、役場商工観光課・各総合支所・日良居
出張所および竜崎温泉にて新券に交換してい
ただき、引き続き回数券をご利用いただきます
ようお願いいたします。

■問い合わせ
商工観光課

☎０８２０（７９）１００３

竜崎温泉
入浴回数券のご利用について
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防災講演会を開催しました

　

２
月
11
日
、
山
口
県
大
島
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
周

防
大
島
町
防
災
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
群
馬
大
学
大
学
院
教
授
の
片
田
敏
孝
先
生
を
お
迎

え
し
、「
近
年
の
大
規
模
災
害
に
学
ぶ
地
域
防
災
の
あ
り
方
」

と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

片
田
先
生
は
、
東
日
本
大
震
災
前
か
ら
釜
石
市
で
防
災
教

育
に
携
わ
ら
れ
、
多
く
の
市
民
が
高
台
避
難
す
る
こ
と
が
で

き
た
平
素
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
土
砂
災
害
が
頻
繁
に
起

こ
る
地
域
の
取
り
組
み
事
例
な
ど
を
紹
介
。
そ
の
中
で
、「
子

ど
も
た
ち
は
大
人
た
ち
の
ふ
る
ま
い
の
中
で
育
ま
れ
て
い

く
」
点
を
重
要
視
し
、「
家
庭
の
中
の
会
話
で
こ
そ
真
剣
に

身
を
守
る
行
動
を
話
し
合
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

防
災
の
実
効
性
は
家
庭
に
あ
る
」
と
強
調
。
ま
た
、「
避
難

と
い
う
面
で
は
土
砂
災
害
は
一
番
難
し
い
」
と
し
、
台
風
の

強
大
化
も
含
め
、
予
測
不
能
の
豪
雨
な
ど
も
、
い
つ
ど
こ
で

起
き
る
か
分
か
ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
地

域
や
自
分
自
身
の
最
適
な
行
動
を
主
体
的
に
考
え
て
お
く
必

要
が
あ
る
」
こ
と
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

▲会場には 320 名の方が
　詰めかけました

　

２
月
26
日
、
三
蒲
小
学
校
の
校
庭
に

お
い
て
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
、
蒲
野
保

育
所
の
園
児
や
三
蒲
小
の
児
童
、
地
域

の
方
々
や
関
係
者
約
80
名
が
参
加
し
、

桜
の
苗
木
13
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　

植
樹
祭
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
美

し
い
三
蒲
を
創
る
会
」
の
主
催
で
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
今
回
が
９
回
目
。

　

今
回
の
植
樹
は
、
校
庭
の
桜
が
経
年

に
よ
り
衰
退
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
受

け
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
大
人
た
ち

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
小
学
生
が
中
心

と
な
っ
て
丁
寧
に
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

「
桜
で
い
っ
ぱ
い
に
」
植
樹
祭
を
開
催

　

島
の
特
産
品
を
食
べ
て
寒
い
冬
を
乗
り

切
っ
て
も
ら
お
う
と
、
山
口
大
島
農
業
協

同
組
合
が
町
内
の
保
育
所
と
保
育
園
に
、

旬
を
迎
え
た
ポ
ン
カ
ン
５
㎏
入
り
計
22
箱

を
贈
り
ま
し
た
。

　

２
月
２
日
、
久
美
保
育
所
で
行
わ
れ
た

贈
呈
式
で
吉
村
基
組
合
長
が
「
し
っ
か
り

食
べ
て
元
気
に
が
ん
ば
っ
て
」
と
あ
い
さ

つ
。
園
児
た
ち
は
早
速
贈
ら
れ
ポ
ン
カ
ン

を
食
べ
、
口
々
に
「
お
い
し
い
！
」
と
笑

顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

園
児
に
ポ
ン
カ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

▶
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た

「地域で支え合う仕組みを考えて、
地域の安全を高める工夫を。身を
守る行動が家庭や地域に根付いて
いってほしい」と片田先生

▶
『
桜
へ
の
想
い
』
を
記
し
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
プ
レ
ー
ト
を
添
え
ま
し
た
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【Ｐ７ちょび塩クイズ答え：④ 】
（さくら餅：0.1g、どら焼き：0.3g、ごませんべい：0.3g、みたらしだんご：0.4g）
　和菓子は甘味を引き出すために塩が使われていることが多く、意外と塩分もカロ
リーも多いため、栄養成分表示を見て購入するようにしましょう。

　

2
月
7
日
、
島
ス
ク
エ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６
が
大
島

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
今
年
度
の
事
業
報
告
や
講
演
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

島
ス
ク
エ
ア
で
は
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
起
業
家
の
養

成
を
通
し
て
地
域
活
性
化
を
目
指
す
取
り
組
み
を
進
め
て
お

り
、
会
場
で
は
起
業
家
ら
が
出
店
し
た
り
パ
ネ
ル
や
発
表
な

ど
で
そ
の
取
り
組
み
を
紹
介
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
地
域
の
抱
え
る
問
題

や
障
害
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
、
環
境
面
や
教
育
面

な
ど
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
切
り
込
ん
で
、
様
々
な
提
案
な
ど

が
出
さ
れ
活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

「南極の石」を展示しています 島
ス
ク
エ
ア 

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６　

久
賀
庁
舎
内
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
「
南
極

の
石
」
の
寄
贈
者
で
あ
る
小
林
桂
一
さ
ん
（
東

京
都
八
王
子
市
在
住
）
が
２
月
８
日
来
庁
さ
れ
、

南
極
の
石
の
説
明
資
料
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
林
さ
ん
は
久
賀
・
庄
地
の
出
身
で
、
砕
氷

艦
「
し
ら
せ
」
に
乗
組
勤
務
中
、
昭
和
60
年
か

ら
62
年
に
か
け
て
南
極
地
域
観
測
支
援
協
力
行

動
に
参
加
し
た
際
に
こ
の
石
を
日
本
に
持
ち
帰

り
ま
し
た
。

　

昭
和
61
年
に
旧
久
賀
町
へ
寄
贈
さ
れ
、
以
来

久
賀
庁
舎
内
に
展
示
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
、
こ
の
石
に
関
す
る
詳
細
な
説
明
資
料

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
久
賀
庁
舎
ロ
ビ
ー

に
あ
わ
せ
て
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ご
来
庁
の
際
に
は
ぜ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子

▲

「おうちの方と毎日いろいろな
話をたくさんして」と沖永さん

希望を胸に２分の１成人式

　

２
月
19
日
、
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
２
分
の
１

成
人
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
10
歳
の
節
目
を
迎
え
た
町
内
の
小
学
校
4
年
生

を
対
象
に
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
へ
の
感
謝
と

こ
の
先
の
10
年
へ
の
決
意
な
ど
を
胸
に
70
名
が
集
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
一
人
ず
つ
将
来
の
目
標
や
夢
を
披
露
。「
お
父
さ
ん

の
後
を
継
ぎ
た
い
」「
パ
テ
ィ
シ
エ
に
な
り
た
い
」「
お
医
者

さ
ん
に
な
り
た
い
」
な
ど
元
気
よ
く
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
周
防
大
島
町
出
身
で
フ
リ
ー
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

と
し
て
活
躍
中
の
沖
永
優
子
さ
ん
が
お
祝
に
か
け
つ
け
「
大

人
に
な
る
ま
で
の
準
備
を
す
る
10
年
と
い
う
時
間
が
皆
さ
ん

に
は
あ
る
。
今
の
皆
さ
ん
な
ら
何
に
で
も
な
れ
る
」
と
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

▲将来の夢などを発表しました

小
林
さ
ん
と

　
　「
南
極
の
石
」
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政
策
企
画
課
臨
時
職
員
募
集

■
募
集
人
員

　

事
務
職
員　

１
～
２
名

■
勤
務
内
容

　

政
策
企
画
課
に
関
す
る
業
務

（
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
、
そ
の
他

事
務
補
助
等
）

■
勤
務
場
所

　

政
策
企
画
課
（
大
島
庁
舎
）

■
勤
務
条
件
等

・
勤
務
期
間　

４
月
上
旬
～
９
月

28
日
㈬
（
更
新
の
場
合
あ
り
）

・
勤
務
日　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
原

則
と
し
て
土
、
日
、
祝
日
は
休
み
）

・
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

・
賃
金　

町
規
定
に
よ
る

※
勤
務
日
、
勤
務
時
間
に
つ
い
て

は
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

　

３
月
29
日
㈫
必
着
で
履
歴
書
を

郵
送
も
し
く
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

■
面
接
等

　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
１
９
２　

　

周
防
大
島
町
小
松
１
２
６
‐
２

　

政
策
企
画
課　

地
域
振
興
班　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

福
祉
課
臨
時
職
員
募
集

■
募
集
人
員

　

事
務
職
員　

３
名

■
勤
務
内
容

　

臨
時
福
祉
給
付
金
事
業
の
事
務

補
助

　
（
窓
口
で
の
受
付
、
簡
単
な
パ
ソ

コ
ン
操
作
、
そ
の
他
事
務
補
助
等
）

■
勤
務
場
所

　

た
ち
ば
な
ケ
ア
プ
ラ
ザ

■
勤
務
条
件
等

　

４
月
１
日
㈮
～
12
月
28
日
㈬　

（
更
新
の
場
合
あ
り
）

　

勤
務
日
、
勤
務
時
間
に
つ
い
て

は
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

　

３
月
24
日
㈭
必
着
で
履
歴
書
を

郵
送
も
し
く
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

■
面
接
等

　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
８
０
６

　

周
防
大
島
町
西
安
下
庄　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

３
９
２
０
‐
21

　

福
祉
課
民
生
福
祉
班

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５

健
康
増
進
課
臨
時
職
員
募
集

■
募
集
人
員

・
事
務
職
員　
　

２
名

・
保
健
師　
　

若
干
名

■
業
務
内
容

・
事
務
職
員　

予
防
接
種
、
検
診

等
の
事
務
処
理
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク

セ
ル
の
出
来
る
方
）

・
保
健
師　

各
種
保
健
事
業

■
勤
務
場
所

　

健
康
増
進
課
健
康
づ
く
り
班

（
周
防
大
島
町
役
場
日
良
居
庁
舎
）

■
勤
務
条
件
等

・
勤
務
期
間　

４
月
１
日
㈮
～
９

月
28
日
㈬
（
更
新
の
場
合
あ
り
）

・
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

■
申
し
込
み
方
法

　

３
月
24
日
㈭
必
着
で
履
歴
書
を

郵
送
も
し
く
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

■
面
接
等

　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
８
０
３

　

周
防
大
島
町
土
居
１
３
２
５
‐
１

　

健
康
増
進
課　

健
康
づ
く
り
班

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
４

介
護
保
険
課
臨
時
職
員
募
集

■
募
集
人
員

①
管
理
栄
養
士　

１
名

②
運
動
指
導
員
（
温
水
プ
ー
ル
教

室
お
よ
び
介
護
予
防
教
室
で
の
指

導
）　

４
名

③
介
護
支
援
専
門
員
・
保
健
師

　

若
干
名

④
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員 

１
名

①
管
理
栄
養
士

■
応
募
資
格

　

管
理
栄
養
士
の
資
格
を
有
す
る
者

■
勤
務
内
容
等

・
高
齢
者
の
献
立
作
成
や
栄
養
指

導
等

募
集

・
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
入
力

■
勤
務
条
件
等

・
勤
務
期
間　

４
月
１
日
㈮
～
９

月
28
日
㈬
（
更
新
の
場
合
あ
り
）

・
勤
務
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

３
時

■
勤
務
場
所

　

介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
周
防
大
島
町
役
場
日
良

居
庁
舎
）

②
運
動
指
導
員
（
温
水
プ
ー
ル
教
室

お
よ
び
介
護
予
防
教
室
で
の
指
導
）

■
応
募
資
格

・
健
康
運
動
指
導
士
等
の
運
動
指

導
に
関
す
る
資
格
を
持
ち
、
高
齢

者
に
対
す
る
運
動
指
導
経
験
の
あ

る
方　

・
各
教
室
開
催
に
伴
い
変
則
勤
務

が
可
能
な
方

■
勤
務
内
容
等

・
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
温
水
プ
ー

ル
教
室
、
介
護
予
防
教
室
で
の
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
指
導

■
勤
務
条
件
等

・
勤
務
期
間　

４
月
１
日
㈮
～
９

月
28
日
㈬
（
更
新
の
場
合
あ
り
）

・
各
教
室
が
開
催
さ
れ
る
予
定
日

と
そ
の
時
間
（
変
則
的
教
室
あ
り
）

■
勤
務
場
所

　

周
防
大
島
町
内

③
介
護
支
援
専
門
員
・
保
健
師

■
応
募
資
格

　

介
護
支
援
専
門
員
・
保
健
師

お知らせ３月
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■
勤
務
内
容

　

高
齢
者
の
総
合
相
談
、
介
護
予

防
支
援
業
務
等

■
勤
務
条
件
等

・
勤
務
期
間　

4
月
1
日
㈮
～
9

月
28
日
㈬
（
更
新
の
場
合
あ
り
）

・
勤
務
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
午
前
9
時
～
午
後

５
時

※
勤
務
日
、
勤
務
時
間
に
つ
い
て

は
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
勤
務
場
所

　

介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
周
防
大
島
町
役
場
日
良

居
庁
舎
）

④
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員 

■
応
募
資
格

　

認
知
症
の
医
療
や
介
護
に
お
け

る
専
門
的
知
識
お
よ
び
経
験
を
有

す
る
医
師
、
保
健
師
、
看
護
師
、

作
業
療
法
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
、

社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
の
い

ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
方

■
勤
務
内
容

　

地
域
に
お
け
る
認
知
症
に
関
す

る
相
談
支
援
等

■
勤
務
条
件
等

・
勤
務
期
間　

4
月
1
日
㈮
～
9

月
28
日
㈬
（
更
新
の
場
合
あ
り
）

・
週
２
日

・
勤
務
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

３
時　

■
勤
務
場
所

　

介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
周
防
大
島
町
役
場
日
良

居
庁
舎
）

【
以
下
、
①
～
④
共
通
】

■
面
接
等

　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

　

３
月
24
日
㈭
必
着
で
履
歴
書
お

よ
び
資
格
者
証
（
写
）
を
郵
送
も

し
く
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
８
０
３

　

周
防
大
島
町
土
居
１
３
２
５
‐
１

　

介
護
保
険
課　

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
周
防
大
島
町
役
場
日

良
居
庁
舎
）

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
６

星
野
哲
郎
記
念
館

臨
時
職
員
募
集

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
勤
務
内
容

　

受
付
・
館
内
案
内
お
よ
び
清
掃

業
務

■
勤
務
条
件
等

・
勤
務
期
間　

４
月
上
旬
～
９
月

30
日
㈮
（
更
新
の
場
合
あ
り
）

・
勤
務
日　

週
２
～
３
日
程
度
（
土

日
祝
日
、
盆
、
年
末
年
始
含
む
月

９
～
10
日
程
度
の
出
勤
。
た
だ
し

シ
フ
ト
表
に
よ
る
）

・
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
30
分

■
勤
務
場
所

　

星
野
哲
郎
記
念
館

■
申
し
込
み
方
法

　

３
月
24
日
㈭
午
後
５
時
必
着

で
、
履
歴
書
を
郵
送
も
し
く
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
日
等

　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
３
０
１

　

周
防
大
島
町
久
賀
５
１
３
４

　

商
工
観
光
課
公
共
施
設
管
理
班

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

社
会
教
育
課
臨
時
職
員
募
集

■
募
集
人
員　

１
名

■
勤
務
内
容

　

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

に
関
す
る
業
務
（
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・

イ
ベ
ン
ト
業
務
補
助
お
よ
び
そ
の

他
一
般
事
務
）

■
勤
務
場
所

　

東
和
総
合
セ
ン
タ
ー
内　

社
会

教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

■
勤
務
条
件
等

・
勤
務
期
間　

４
月
11
日
㈪
（
予

定
）
～
９
月
30
日
㈮
（
更
新
の
場

合
あ
り
）

・
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

・
勤
務
日　

週
３
日
程
度

・
土
、
日
、
祝
日
、
12
月
29
日
～

１
月
３
日
を
除
く
。

※
た
だ
し
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・

イ
ベ
ン
ト
等
繁
忙
時
に
は
調
整
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

福祉専攻科生徒募集
　周防大島高校では「地域の介護福祉を支える
先進的な知識と技術を身につけた将来のスペ
シャリストの育成」をコンセプトに、介護福祉
士の資格取得をめざした福祉専攻科を平成 28
年 4 月に開設します。
■応募資格
　高校等卒業または卒業見込みの者（出身校や
年齢に制限はありません）
■選考検査実施日　３月 28 日㈪
■出願期限　３月 25 日㈮まで
■検査項目　小論文・個人面接
■問い合わせ
　周防大島高校久賀校舎入試係
☎０８２０（７２）００２４
※出願の手続等の詳細についてはお問い合わせ
ください。

　就職活動を継続されている今春卒業の新卒者・既
卒者の皆さん、ハローワークは最後まで皆さんを支
援し続けますので、就職について知りたいこと、不
安なこと、求人情報など、お気軽にお問い合わせく
ださい。

◆問い合わせ　ハローワーク柳井  学卒担当　
☎０８２０（２２）２６６１

未内定の新卒者・既卒者の皆さまへ  
・
賃
金　

町
規
定
に
よ
る

■
資
格
等

　

普
通
自
動
車
免
許
、
パ
ソ
コ
ン

（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
等
）
の
基
本

操
作
が
で
き
る
こ
と
。

■
申
し
込
み
方
法

　

３
月
29
日
㈫
必
着
で
履
歴
書
を

郵
送
も
し
く
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

■
面
接
等

　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
５
１
２

　

周
防
大
島
町
平
野
２
６
９
‐
44

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会　

　

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
５
０
４
８

お知らせ３月
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お知らせ３月

自
衛
官
募
集

◎
一
般
幹
部
候
補
生

■
応
募
資
格

　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者
（
20

歳
以
上
22
歳
未
満
の
者
は
大
卒

（
見
込
含
）
修
士
課
程
修
了
者
等

（
見
込
含
）
は
28
歳
未
満
）

■
受
付
期
間

　

３
月
1
日
～
５
月
６
日

■
試
験
期
日

　

5
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰
（
15
日

は
飛
行
要
員
の
み
）

◎
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）

■
応
募
資
格

（
一
般
）
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

（
技
能
）
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資

格
等
を
有
す
る
者
（
資
格
に
よ
り

53
歳
未
満
～
55
歳
未
満
の
者
）

■
受
付
期
間

　

１
月
８
日
～
４
月
8
日

■
試
験
期
日

　

４
月
15
日
㈮
～
4
月
19
日
㈫

（
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
）

■
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部

　

柳
井
地
域
事
務
所

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
８
１
９
９

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

青
年
海
外
協
力
隊

２
０
１
６
年
度
春
募
集

・
青
年
海
外
協
力
隊

・
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

青
年
海
外
協
力
隊
と
は
、
開
発

途
上
国
の
人
々
と
と
も
に
生
活

し
、
相
互
理
解
を
図
り
な
が
ら
、

技
術
や
経
験
を
活
か
し
て
人
々
の

自
助
努
力
を
促
進
さ
せ
る
形
で
協

力
活
動
を
展
開
し
て
い
く
海
外
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
青
年
海
外
協
力
隊
と
ほ
ぼ
同

じ
制
度
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
中
南
米
の
日
系
人
・
日
系
社

会
へ
の
参
加
を
通
じ
て
そ
の
国
の

人
々
や
社
会
へ
貢
献
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

　

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

は
、
幅
広
い
技
術
・
豊
か
な
経
験

を
活
か
し
て
、
開
発
途
上
国
の

人
々
と
相
互
理
解
を
図
り
な
が
ら

人
々
の
自
助
努
力
を
促
進
さ
せ
る

形
で
協
力
活
動
を
展
開
し
て
い
く

海
外
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

■
募
集
期
間

　

４
月
１
日
～
５
月
９
日

■
応
募
資
格

　

平
成
28
年
５
月
９
日
現
在
で
満

20
歳
か
ら
満
39
歳
（
シ
ニ
ア　

満

40
歳
か
ら
69
歳
ま
で
）
の
日
本
国

籍
を
持
つ
方

■
体
験
談
お
よ
び
説
明
会

・
日
時

　

４
月
18
日
㈪

　

18
時
30
分
～
20
時
30
分

・
場
所

　

岩
国
市
役
所
（
岩
国
市
今
津
町

　人権相談所では、差別、いじめ、嫌がらせ等、
人権に関する問題の相談を受けています。
◆常設人権相談所
　法務局では毎日 ( 休日を除く。) 人権相談に応
じています。
　山口地方法務局岩国支局　☎ 0827(43)1125
　岩国市錦見一丁目 16‐35
　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

◆特設人権相談所
　町内にて毎月一回一会場（9 時 30 分～正午）
にて、地域の人権擁護委員による特設人権相談所
が開催されています。
　－ 平成 28 年度計画 －
　○久賀庁舎
　・ ４月４日㈪
　○久賀総合センター
　・８月１日㈪・ 12 月５日㈪
　○大島庁舎
　・ ５月２日㈪・ ９月５日㈪・１月 16 日㈪
　○橘総合センター
　・ ６月６日㈪・ 10 月３日㈪・２月６日㈪
　○東和総合センター
　・ ７月４日㈪・11 月７日㈪・ 3 月６日㈪
　

◆問い合わせ　福祉課　☎ 0820(77)5505

～  人権相談所を開設します  ～相続登記はお済みですか？

自分の権利を大切にするとともに、次世代の子どもたちのために

未来につながる相続登記をしませんか

相続登記をしていないと…

相続登記をしないまま相続人が死亡すると

・誰が相続人となるのか調査に時間がかかる
・相続登記の手続費用や手数料が高額になる

不動産の売却やローン設定に時間がかかる

・相続した不動産をすぐに売ることができない
・すぐ担保に入れられないため住宅ローンが組め
　ない

様々な社会問題が発生

・所有者と連絡がとれず土地や建物が荒廃
・災害復旧のための工事が所有者不明のためで
　きない

※司法書士（国家資格）は、相続人から依頼を受け、
　相続登記申請をすることができます。詳しくは下記
　までご相談ください。　

山口県司法書士会　総合相談センター
☎０８３（９２４）５２２０

山口地方法務局・山口県司法書士会
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お知らせ３月

１
丁
目
14
‐
51
）

■
募
集
概
要

　

募
集
分
野
や
派
遣
先
な
ど
詳
し

く
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http//w
w

w
.jica.

go.jp/volunteer/index.htm
l

■
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
書
類
（
健
康
診
断

書
を
含
む
）
を
５
月
９
日
㈪
（
消

印
有
効
）
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
１
０
２
‐
８
０
１
２

　

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
５
‐

25
二
番
町
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
青
年
海
外
協
力
隊
事

務
局
募
集
課

☎
０
３
（
５
２
２
６
）
９
８
１
３

司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務

問
題
お
よ
び
相
続
登
記
等
無

料
電
話
相
談
会

■
実
施
日
時

　

４
月
２
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
相
談
受
付
電
話
番
号　
　

☎
０
１
２
０
（
０
０
３
）
８
２
１

■
内
容

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ

等
の
多
重
債
務
問
題
や
相
続
登
記

な
ど
の
相
続
問
題
で
お
困
り
の
方

に
、
手
続
の
ご
説
明
や
お
近
く
の

司
法
書
士
事
務
所
の
紹
介
な
ど
、

問
題
解
決
に
向
け
て
の
ご
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

　

午
前
中
は
ご
相
談
が
多
い
た
め
、

回
線
が
繋
が
り
に
く
い
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
相
談
会
の
内
容
や
企

画
趣
旨
に
関
す
る
当
日
ま
で
の
お

問
い
合
わ
せ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

つ
ぎ
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
問
い 

合
わ
せ

　

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　

相
談
会
担
当　

木
村
ま
で

☎
０
８
３
４
（
３
４
）
５
６
７
０

「
表
示
登
記
の
日
」

無
料
登
記
相
談
会

　

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で

は
４
月
１
日
の
表
示
登
記
の
日
に

土
地
建
物
の
登
記
に
関
す
る
無
料

相
談
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

４
月
１
日
㈮

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場
所

　

柳
井
市
文
化
福
祉
会
館

　
（
柳
井
市
柳
井
３
７
１
８
）

■
相
談
内
容

・
土
地　

分
筆
、
合
筆
、
地
目
変
更
、

土
地
の
境
界
な
ど

・
建
物　

新
築
、
増
築
な
ど

■
相
談
員

　

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
会
員

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

☎
０
８
３
（
９
２
２
）
５
９
７
５

あ
な
た
の
資
産
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、
自

己
の
土
地
や
家
屋
と
、
他
の
土
地

や
家
屋
の
評
価
額
を
比
較
し
、
適

正
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
制
度
で
す
。

■
縦
覧
期
間

　

４
月
１
日
㈮
～
５
月
31
日
㈫　

（
た
だ
し
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日

は
除
く
。）

■
縦
覧
で
き
る
も
の
（
固
定
資
産

課
税
台
帳
に
か
わ
る
も
の
）

・
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、

地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
格
）

・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、

家
屋
番
号
、種
類
、構
造
、床
面
積
、

価
格
）

※
縦
覧
台
帳
は
旧
町
単
位
で
作
成
し

て
い
ま
す
の
で
、
所
在
を
確
認
の
う

え
、
該
当
の
各
総
合
支
所
ま
た
は
税

務
課
で
縦
覧
し
て
く
だ
さ
い
。

■
縦
覧
で
き
る
人
、
縦
覧
に
必
要

な
も
の

①
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
て
い

る
土
地
・
家
屋
を
所
有
し
て
い
る

人
（
た
だ
し
、
土
地
（
家
屋
）
の

み
を
所
有
し
て
い
る
者
は
、
家
屋

（
土
地
）
の
縦
覧
が
で
き
ま
せ
ん
）

・
必
要
な
も
の　

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
書
等
）

※
納
税
者
と
同
居
の
親
族
も
同
様

に
取
り
扱
い
ま
す
。

②
納
税
者
本
人
か
ら
委
任
を
受
け

た
方

・
必
要
な
も
の　

委
任
状
（
ま
た

は
納
税
通
知
書
等
）

■
縦
覧
料　

無
料

■
時
間　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
場
所　

　

各
総
合
支
所
ま
た
は
税
務
課

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

課
税
第
２
班

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
８

就
学
援
助
費
・
就
学
奨
励
費

交
付
申
請
に
つ
い
て

■
対
象

・
就
学
援
助
費

　

町
内
小
中
学
校
児
童
・
生
徒
の

保
護
者
で
、
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
就
学
援
助
を
希
望
さ
れ
る
人

・
就
学
奨
励
費

　

特
別
支
援
学
級
へ
就
学
し
て
い
る

町
内
小
中
学
校
児
童
・
生
徒
の
保
護

者
で
就
学
援
助
を
希
望
さ
れ
る
人

※
た
だ
し
、
認
定
条
件
が
あ
り
ま

す
の
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
交
付
内
容　

　

学
用
品
費
・
修
学
旅
行
費
・
学

校
給
食
費
な
ど

■
申
請
期
限　

　

４
月
20
日
㈬

（
年
度
の
途
中
で
も
申
請
の
受
付

を
行
い
ま
す
が
、
認
定
と
な
っ
た

場
合
は
提
出
し
た
日
か
ら
援
助
対

象
と
な
り
ま
す
。）

■
申
請
方
法　

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
ま
た

は
、
各
公
民
館
に
所
定
の
様
式
に

よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
継
続
を
希
望
さ
れ
る
人
も
、
改
め

て
申
請
が
必
要
で
す
。）

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
・
生
計
を
同
一
に
す
る
世

帯
全
員
の
平
成
27
年
度
課
税
証
明

書
（
た
だ
し
、
平
成
27
年
１
月
１

日
現
在
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る

方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。）・
児
童

扶
養
手
当
証
書
の
写
し
（
該
当
者

は
必
ず
添
付
）・
振
込
先
口
座

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
２
０
４

相
談

お
知
ら
せ
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理
系
大
学
院
生
・
薬
学
部
生

の
皆
さ
ん
山
口
県
で
働
い
て

み
ま
せ
ん
か
？

奨
学
金
返
還
支
援
制
度

平
成
28
年
度
募
集

　

理
系
大
学
院
生
・
薬
学
部
生
の

奨
学
金
返
還
を
支
援
し
ま
す
。

　

県
内
産
業
を
支
え
る
人
材
の
確

保
を
図
る
た
め
、
日
本
学
生
支
援

機
構
の
無
利
子
奨
学
金
の
貸
与
を

受
け
て
い
る
理
系
大
学
院
生
・
薬

学
部
生
が
大
学
院
を
修
了
な
ど
し

た
後
、
山
口
県
内
の
製
造
業
に
一

定
期
間
従
事
し
た
場
合
、
奨
学
金

返
還
額
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

■
募
集
対
象

　

理
系
大
学
院
修
士
課
程
１
年

生
、
薬
学
部
５
年
生
で
、
日
本
学

生
支
援
機
構
の
無
利
子
奨
学
金
の

貸
与
を
希
望
す
る
者
、
ま
た
は
貸

与
が
決
定
し
て
い
る
人

■
募
集
人
数

　

20
人
（
う
ち
薬
剤
師
枠
５
人
）

■
募
集
期
間　

　

３
月
31
日
㈭
ま
で

■
補
助
要
件
等

　

補
助
要
件
・
金
額
・
応
募
方
法

な
ど
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
産
業
戦
略
部
計
画
推
進

室☎
０
８
３
（
９
３
３
）
２
４
７
０

平
成
28
年
度
前
期
危
険
物
取

扱
者
試
験
案
内

■
資
格
の
内
容

    

消
防
法
で
は
、
一
定
量
以
上
の

危
険
物
（
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
等
）

を
取
り
扱
う
施
設
に
は
、「
危
険
物

取
扱
者
」
を
置
い
て
取
り
扱
う
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
試
験
の
種
類
実
施
日
・
場
所

【
種　

類
】
危
険
物
取
扱
者
試
験

（
甲
種
・
乙
種
・
丙
種
）

【
実
施
日
】
６
月
19
日
㈰

【
場　

所
】
県
内
各
市

■
受
験
資
格

　

甲
種
以
外
は
誰
で
も
受
験
で
き

ま
す
。

■
受
験
申
請
の
手
続
き

　

受
験
申
請
の
手
続
き
方
法
は
、

書
面
申
請
と
電
子
申
請
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
）
が
あ
り
ま
す
。

書
面
申
請
は
最
寄
り
の
消
防
機
関

に
置
い
て
あ
る
受
験
願
書
に
必
要

書
類
を
添
え
て
期
限
ま
で
に
提
出

し
て
下
さ
い
。

　

電
子
申
請
の
詳
細
は
（
一
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.shoubo-shiken.

or.jp■
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請　

４
月
11
日
㈪
～
４

月
22
日
㈮

・
電
子
申
請　

４
月
８
日
㈮
～
４

月
19
日
㈫

　ごみや草などの野焼きは、法律で禁止されています。
　ごみや草などをそのまま焼却する場合も、ドラム缶
などの簡易な構造の焼却炉を使用して焼却する場合も
野焼きと同じ扱いになります。
　野焼きは、周辺地域の生活環境に与える影響や廃棄
物の不適正な処理の防止から原則禁止され、一定の例
外を除いて、罰則の対象となっています。（５年以下
の懲役若しくは 1,000 万円以下の罰金又は併科）
　近隣に住む方々へ迷惑をかけないためにも皆さんの
ご協力をお願いします。

《罰則対象の例外となる廃棄物の焼却》
①国または地方公共団体がその施設の管理を行うため
　に必要な廃棄物の焼却
②震災、風水害、火災、凍霜害その他の災害の予防、
　応急対策または復旧のために必要な廃棄物の焼却
③風俗慣習上または宗教上の行事を行うために必要　
　な廃棄物の焼却
④農業、林業または漁業を営むためにやむを得ない　
　ものとして行われる廃棄物の焼却
⑤たき火その他日常生活を営む上で通常行われる廃棄
　物の焼却であって軽微なもの
　ただし、野焼き禁止の例外規定とされた行為であっ
たとしても生活環境上支障があり、苦情等がある場合
は、改善命令や行政処分および行政指導の対象となり
ます。

◆問い合わせ　
生活衛生課　☎０８２０（７９）１０１２

野焼きはやめましょうや な い 警

察

署

だ

よ

り

反射材をつけてください！
　山口県内では、高齢者が被害にあう交通事故が多
発しています。
　夜間の時間帯での発生が多く、高齢歩行者が被害
にあった死亡事故では、
○被害者～反射材をつけていない歩行者
○加害者～地元住民が慣れた暗い道をロービームで
車を運転
という特徴があります。

　ハイビームとロービームでは「ライトの照射範囲」
が大きく違います。ロービームは約 40 ｍを照らす
のに対し、ハイビームは約 100 ｍ先まで照らします。
　また、ロービームは対向車の運転手がまぶしくな
いようにしているので、右側から来る歩行者の姿は
発見しづらくなります。

　ハイビームはロービームよりも遠くを照らすこと
ができるため、ロービームでは見えない歩行者や自
転車がくっきり見えるなど、夜間に潜む危険をいち
早く発見することができます。
　ハイビームとロービームをこまめに切り替え、交
通事故を未然に防ぎましょう。

夜間はハイビームが走行用前照灯！
ロービームはすれ違い用前照灯です

■問い合わせ　
周防大島幹部交番    ☎０８２０（７２）０１１０
柳井警察署 　　   　☎０８２０（２３）０１１０

歩行者のみなさん

ドライバーのみなさん
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■
試
験
準
備
講
習
会

　

乙
種
第
4
類
受
験
者
を
対
象
と

し
た
試
験
準
備
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

・
日
時

　

５
月
19
日
㈭
・
20
日
㈮
の
２
日

間
（
両
日
と
も
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
）

・
場
所

　

中
国
電
力
㈱
柳
井
発
電
所
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
（
柳
井
市
宮
本
塩
浜

１
５
７
８
‐
８
）

・
定
員　

30
名

・
受
講
料

　

周
東
地
区
危
険
物
安
全
協
会
会

員　

５
５
０
０
円

非
会
員　

８
５
０
０
円

　

申
し
込
み
は
、
最
寄
り
の
消
防

署
（
所
）
に
置
い
て
あ
る
受
講
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
願

書
受
付
期
間
内
に
消
防
署
（
所
）

へ
提
出
し
て
下
さ
い
。（
受
講
料
は

講
習
会
当
日
に
徴
収
し
ま
す
）

■
そ
の
他

　

柳
井
市
に
お
い
て
は
、「
乙
種
第

４
類
」
の
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

集
合
時
間　

午
前
９
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ

　

柳
井
地
区
広
域
消
防
本
部
予
防

課☎
０
８
２
０
（
２
３
）
７
７
７
４

○
農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
は

誰
で
も
加
入
で
き
ま
す

　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
1
号

被
保
険
者
（
保
険
料
納
付
免
除
者

を
除
く
）
で
あ
っ
て
、
年
間
60
日

以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
方
は

誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
配
偶
者

や
後
継
者
な
ど
家
族
農
業
従
事
者

の
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

※
農
業
者
年
金
に
加
入
さ
れ
る
方

は
国
民
年
金
の
付
加
年
金
（
付
加

保
険
料
月
額
４
０
０
円
）
の
納
付

も
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
少
子
高
齢
化
に
強
い
年
金
で

す
。
年
金
資
産
は
安
全
か
つ
効
率

的
な
運
用

　

自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ

の
運
用
益
に
よ
り
将
来
受
け
取
る

年
金
額
が
決
ま
る
「
積
立
方
式
（
確

定
拠
出
型
）」
の
年
金
で
す
。
自
分

が
必
要
と
す
る
年
金
額
の
目
標
に

向
け
て
、
保
険
料
を
自
由
に
決
め

ら
れ
（
月
額
2
万
円
～
6
万
7
千

円
）、
経
営
の
状
況
や
老
後
設
計
に

応
じ
て
い
つ
で
も
見
直
せ
ま
す
。

○
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証

付
き
で
す

　

農
業
者
老
齢
年
金
は
、
原
則
65

歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

仮
に
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ
た

場
合
で
も
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取

れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
農
業
者
老
齢

年
金
の
額
の
現
在
価
値
に
相
当
す

る
額
が
、
死
亡
一
時
金
と
し
て
ご

遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
税
の
特
例
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す☆
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額

（
1
人
当
り
最
高
年
額
80
万
4
千

円
）
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

☆
保
険
料
を
農
業
者
年
金
基
金
が

運
用
し
て
得
ら
れ
る
収
益
（
運
用

益
）
は
非
課
税
で
す
。

☆
将
来
受
け
取
る
農
業
者
年
金
は

公
的
年
金
等
控
除
の
対
象
と
な

り
、
65
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
公

的
年
金
等
の
合
計
額
が
１
２
０
万

円
ま
で
は
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

○
認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要
件

を
満
た
す
方
に
は
、
保
険
料
の
国

庫
補
助
が
あ
り
ま
す

　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し

て
い
る
方
や
そ
の
方
と
家
族
経
営

協
定
を
結
ん
だ
配
偶
者
・
後
継
者

の
方
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す

方
に
は
、保
険
料
の
国
庫
補
助
（
月

額
最
高
1
万
円
）
が
あ
り
ま
す
。

加
入
時
の
年
齢
や
必
要
な
要
件
に

よ
り
、
補
助
の
金
額
や
受
け
ら
れ

る
期
間
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
国
庫
補
助
額
は
、
農
地
等

の
経
営
継
承
を
す
れ
ば
原
則
65
歳

か
ら
特
例
付
加
年
金
と
し
て
受
給

で
き
ま
す
。
農
地
等
の
経
営
継
承

の
時
期
に
つ
い
て
の
年
齢
制
限
は

な
く
、
本
人
の
体
力
な
ど
に
応
じ

て
受
給
の
時
期
を
決
め
ら
れ
ま

す
。

　

さ
ら
に
詳
細
な
農
業
者
年
金
の

内
容
や
ご
相
談
に
つ
い
て
は
、
最

寄
り
の
Ｊ
Ａ
か
農
業
委
員
会
ま
た

は
農
業
者
年
金
基
金
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

○
周
防
大
島
町
農
業
委
員
会

（
農
林
課
）

☎
０
８
２
０
（
７
9
）
１
０
０
２

○
独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基

金
（
企
画
調
整
室
）

☎
０
３
（
３
５
０
２
）
３
９
４
２

http://w
w

w
.nounen.go.jp/

○
山
口
大
島
農
業
協
同
組
合
本
所

ま
た
は
各
支
所

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

長州・薩摩の幕末パワーの秘密

3 月 26 日㈯　開場　午後１時３０分
　　　　　　  開演　午後２時

場所　大島文化センター

主催　周防大島町文化振興会
　　　ＮＰＯ法人周防大島ふるさとづくりのん太の会
後援　四境の役１５０周年記念事業実行委員会

入場料　当日１，５００円（前売り　１，０００円）

問い合わせ・チケットの申し込み
☎０８２０（７４）２１５０〈ＦＡＸ兼〉
　※チケットのお申し込みはＦＡＸにて

鹿児島大学名誉教授
原口　泉先生

   ＮＨＫ大河ドラマ「篤姫」「飛ぶが如く」

   朝ドラ「あさが来た」等の時代考証を手掛ける。

１５０年記念講演
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島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
わ
け

～
春
コ
ー
ス
～

○
サ
ザ
エ
飯
と
お
魚
料
理
づ
く
り

・
日
時　

　

４
月
14
日
㈭

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

・
場
所　

実
施
者
宅
（
西
安
下
庄
）

・
体
験
料　

２
０
０
０
円

・
受
入
人
数　

５
～
６
人

・
募
集
締
め
切
り　

４
月
４
日
㈪

※
昼
食
あ
り

○
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
と
タ
ケ
ノ
コ
料
理

　

づ
く
り

・
日
時　

　

４
月
26
日
㈫

　

午
前
９
時
～
午
後
２
時

・
場
所　

工
房
ふ
き
の
と
う
（
志
佐
）

・
体
験
料　

１
５
０
０
円

・
受
入
人
数　

５
～
６
人

・
募
集
締
め
切
り　

４
月
15
日
㈮

※
昼
食
あ
り

○
い
ち
ご
狩
り
と
い
ち
ご
大
福
づ

　

く
り

・
日
時　

　

５
月
６
日
㈮

　

午
後
１
時
～
４
時

・
場
所　

実
施
者
宅
（
東
三
蒲
）

・
体
験
料　

１
５
０
０
円

・
受
入
人
数　

５
～
６
人

・
募
集
締
め
切
り　

４
月
22
日
㈮

※
各
コ
ー
ス
と
も
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
数
の
場
合
は
開
催
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
く
ら
し
体
験
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
事
務
局
（
農
林
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

周
防
大
島
高
校
吹
奏
楽
部

第
７
回
定
期
演
奏
会

～
地
域
福
祉
の
た
め
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
～

　

私
た
ち
周
防
大
島
高
校
吹
奏
楽

部
は
今
年
も
定
期
演
奏
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
日
本
の
愛
唱
歌
か

ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ジ
ャ
ズ
、
最
近

の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
曲
ま
で
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
豊
か
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
用

意
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
昨
年

以
上
に
企
画
・
演
出
に
も
工
夫
を

凝
ら
し
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ま

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
車
椅
子
の
お
客
様
は
前

も
っ
て
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
ま
し
た

ら
、
お
席
を
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。

■
日
時　

　

３
月
21
日
㈪

　

午
後
１
時
開
場

　

午
後
１
時
30
分
開
演

■
入
場
料　

無
料

■
会
場　

橘
総
合
セ
ン
タ
ー

■
主
催　

周
防
大
島
高
等
学
校

■
後
援　

周
防
大
島
町
教
育
委
員

会
・
周
防
大
島
町
社
会
福
祉
協
議

会
・
山
口
県
吹
奏
楽
連
盟

■
賛
助
出
演

　

安
下
庄
中
学
校
吹
奏
楽
部
ほ
か

■
曲
目

　
「
春
の
詩
」(
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
小
編
成
部
門
演
奏
曲)

、「
春
の

童
謡
メ
ド
レ
ー
～
春
が
来
た
、
春

の
小
川
な
ど
」、「
３
６
５
日
の
紙

飛
行
機
」
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
高
校
安
下
庄
校
舎（
井

ノ
上
）

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
１
０
４
８

催
し

皆さんのご来場をお待ちしています！

■チケットの販売場所
　周防大島高校、瀬戸内ジャムズガーデン、安下庄海の市
　周防大島町商工会（久賀・大島・橘・東和の各支所）
■後援　周防大島町、周防大島町教育委員会、周防大島町商工会　など
■問い合わせ　周防大島高校安下庄校舎（竹村）　☎ 0820（77）1048

周防大島高校生が企画運営

「藻谷浩介さん講演会」のご案内
　これまで見過ごされてきた身近に眠る地域の資源を活用することにより、地域を豊かにするとともに、
豊かに暮らそうという里山資本主義。その提唱者の一人である藻谷浩介さんの講演会を、「瀬戸内パンフェ
スタ」の連携事業として、周防大島高校地域創生科の生徒たちが企画運営します。是非、ご参加ください。

日時　４月３日㈰ 午後４時～６時（午後３時３０分開場）

会場　橘総合センター
演題　「里山資本主義と地域の創生」
入場料　一般１，０００円（高校生以下無料）

©家の光協会（ＪＡ）
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高
齢
化
が
進
み
、
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世

帯
の
増
加
に
と
も
な
い
、
介
護
が
必
要
な
高
齢

者
や
認
知
症
高
齢
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を

必
要
と
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
介
護
度
が

重
く
な
る
に
つ
れ
て
通
院
が
困
難
に
な
る
な
ど

の
問
題
が
あ
り
、
医
療
と
介
護
の
切
れ
目
の
な

い
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
、
重
症
化
を
防

ぎ
在
宅
生
活
を
継
続
す
る
大
き
な
支
え
と
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
医
療
と
介
護
が
必
要
な
状
態

に
な
っ
て
も
、
自
宅
や
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮

ら
し
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
医
療
・
介
護
の
関

係
機
関
の
連
携
の
強
化
を
は
じ
め
地
域
ぐ
る
み

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
国
に
お
い
て
も
推

進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

多
く
の
方
が
「
で
き
る
こ
と
な
ら
、
住
み
慣

れ
た
自
宅
で
い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
た
い
」
と
思
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　

　

平
成
26
年
度
に
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
「
保
健
福
祉
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

で
は
、
20
代
～
64
歳
の
約
５
割
、
高
齢
者
の
約

７
割
が
「
い
つ
ま
で
も
自
宅
で
暮
ら
し
続
け
た

い
」と
思
わ
れ
て
お
り
、高
齢
者
の
約
５
割
が「
自

宅
」
で
終
末
期
を
過
ご
し
た
い
と
望
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
実
際
は
自
宅
で
終
末
期
を
過
ご
す
の

は
約
1
割
ほ
ど
で
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
一

人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

家
庭
の
介
護
力
の
低
下
や
い
ざ
と
い
う
時
の
不

安
が
大
き
い
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
で
は
平
成
26
年
度
よ
り
家
族
介

護
者
や
医
師
会
等
関
係
機
関
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
在
宅
医
療
協
議
会
を
設
置
し
、
医
療
や

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
自
宅
で

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が

あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
と
れ
る
の
か
な

ど
の
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
医
療
や

介
護
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
利
用
方
法
な
ど
を
地

域
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

在
宅
生
活
で
ご
心
配
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

介
護
保
険
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
６　

住
み
な
れ
た
自
宅
や
地
域
で

安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に

在
宅
医
療
を
推
進
し
て
い
ま
す

※ 65 歳以上の方の介護予防や健康づくりを目的とした
水中運動の指導を行っています。指導時間は午前 10 時
～午後３時 30 分です。実施日等は事情により変更する
ことがあります。

◆問い合わせ
介護保険課　地域包括支援センター

☎０８２０（７３）５５０６

竜崎温泉温水プール指導日
（３月 21 日～４月 20 日）

実施日

３月 23 日㈬、24 日㈭、25 日㈮

４月

１日㈮、５日㈫、６日㈬、 ７日㈭、

８日㈮、12 日㈫、13 日㈬、14 日㈭、

15 日㈮、19 日㈫、20 日㈬

周
防
大
島
町
保
健
師

　
　
　
　
　

松
本　

千
恵
子

（
介
護
保
険
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

３月 26 日㈯／周防大島町陸上競技場
      9：30 ～　総合開会式

　10：00 ～　

　12：00 ～　予選リーグ
　　　　　　　（町内４会場）

３月 27 日㈰／町内４会場　
　  9：00 ～　順位別リーグ

３月 28 日㈪／町内４会場
　  9：00 ～　決勝順位決定トーナメント

　14：30 ～　決勝戦（周防大島町陸上競技場）

　15：30 ～　総合閉会式（周防大島町陸上競技場）

◆参加チーム　48 チーム

◆問い合わせ　大会事務局（社会教育課スポーツ振興班）

　☎０８２０（７８）５０４８　

第 20回記念
サザン・セト大島少年サッカー大会

ご声援をお願いします！

徳田耕太郎氏による
パフォーマンス

第 20 回記念イベント
フリースタイル
フットボールパフォーマー

【2010・2011・2012 世界大会優勝者】
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イベント・健康相談カレンダー

相談内容 実施日 時間

骨髄バンク登録検査 13 日㈬ ９：00 ～ 10：00

Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査 13 日㈬ 10：00 ～ 10：30

ＨＩＶ抗体検査 13 日㈬ 14：00 ～ 16：00

相談内容 実施日 時間

心の健康相談 19 日㈫ 13：00 ～ 14：00

思春期・ストレス相談 22 日㈮ 10：00 ～ 15：00

《 ４ 月 の 柳 井 健 康 福 祉 セ ン タ ー 定 例 保 健 事 業 》

※相談・検査は事前に電話予約が必要です。　◆問い合わせ　柳井健康福祉センター☎０８２０（２２）３６３１

3 月

21 日㈪
休日在宅当番医〈嶋元医院  ☎７４－２３１０〉
周防大島高校吹奏楽部定期演奏会

〈13：30 ～　橘総合センター〉

22 日㈫

23 日㈬

24 日㈭ 育児相談〈10：00 ～ 11：30 しまとぴあスカイセンター〉

25 日㈮
春期陶芸教室作品展

〈9：00 ～　八幡生涯学習のむら　27 日㈰まで〉

26 日㈯

サザン・セト大島少年サッカー大会
〈9：30 ～　町内各会場　　28 日㈪まで〉

四境の役大島口の戦い 150 年記念講演　講師：原口泉教授
〈14：00 ～　大島文化センター〉

27 日㈰
休日在宅当番医〈野村医院  ☎７６－００１７〉
安下庄海の市〈10：00 ～ 14：00　橘グリーンパーク横〉

28 日㈪

29 日㈫

30 日㈬

31 日㈭

4 月

1 日㈮
こころの相談会【要予約】 

〈10：00 ～ 12：00 久賀福祉センター〉 
【申込先】健康増進課 健康づくり班 ☎ 73 － 5504

2 日㈯

3 日㈰
休日在宅当番医〈安本医院  ☎７３－０８２２〉
藻谷浩介さん講演会〈16：00 ～　橘総合センター〉

4 日㈪

5 日㈫

6 日㈬

7 日㈭

8 日㈮
育児相談〈10：00 ～ 11：30  日良居庁舎〉
ちょび塩の日ＰＲ活動

〈11：00 ～ 13：00　セブンイレブン周防大島久賀店〉

9 日㈯

10 日㈰ 休日在宅当番医〈川口医院 ☎７８－０３０６〉 

11 日㈪

12 日㈫

13 日㈬

14 日㈭

15 日㈮

16 日㈯ 島くらす海そうじ〈11：00 ～ 12：00　白鳥ヶ浜〉

17 日㈰ 休日在宅当番医〈おげんきクリニック  ☎７４－２４９０〉

18 日㈪

19 日㈫ 育児相談〈10：00 ～ 11：30 久賀福祉センター〉

20 日㈬

健康相談などに関するお問い合わせ
健康増進課　☎ 0820（73）5504
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周防大島町交通事故発生状況 
（平成 28 年１月末現在）

人身交通事故

件数 死者 傷者

６ ０ １０

前年比

＋３ ±０ ＋５

物損事故件数

２０ 前年比 －５

人の動き（３月１日現在）

人　口 １７，５６９人 （30 人減）

男（日本人） ７，９８１人

女（日本人） ９，４９２人

外国人 ９６人 （4 人増）

世帯数 ９，７３９戸 （20 戸減）

〈人口増減内訳：日本人〉
増：出生     3 人
　　転入  32 人  小計 35 人
減：死亡  28 人
　　転出  41 人  小計 69 人

八幡生涯学習のむら

春 期 陶 芸 教 室 作 品 展
■日時　3 月 25 日㈮～ 27 日㈰
　　　　午前９時～午後５時
　　　　　（最終日は午後４時まで）

■会場　町衆文化伝承の館 ふれあいの間
■内容　陶芸の館 定期教室受講生作品
　　　　シニアクラブ陶芸教室会員作品
■観覧無料

○開催期間中、器への絵彫り体験コーナー実施中
（受付は午後４時まで。最終日は午後３時まで）
・会場　商いの間　・体験料　１個 500 円
※成形済みの本体に絵を彫っていただきます。焼
成に 2 カ月以上必要。送付受け取りの場合は送料
が必要。限定 60 個。なくなり次第終了。予約も可。
お申し込みは下記まで。

■主催　宮本常一資料保存研究協議会
■後援　周防大島町教育委員会
■問い合わせ
　八幡生涯学習のむら　☎ 0820（72）2601

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。
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春休みこども 50円バスを実施
♪対象期間　３月 19 日㈯～４月７日㈭
♪対象路線　防長交通㈱が運行する一般乗合路線
　※高速バス、スーパーはぎ号、空港連絡バス、岩国市由宇町内の
　　路線バス、定期観光バスは除きます。
♪対象者　小学生以下の児童・幼児
♪運賃額　全区間一律で１乗車につき５０円
　　　（例）平野から徳山まで行く場合
　　　　　・周防平野～大畠駅前　５０円
　　　　　・大畠駅前～柳井駅前　５０円
　　　　　・柳井駅前～徳山駅前　５０円　　合計１５０円で到着
♪問い合わせ　防長交通㈱平生営業所　☎０８２０（５６）５１００

　ただいま、周防大島観光協会では竜崎温泉・潮風呂保
養館（グリーンステイながうら）・片添が浜温泉遊湯ラン
ドの公共3湯を格安でご入浴いただける「瀬戸内潮湯巡り」
パスポートを 1,000 枚限定 1,000 円で販売しています。
　また、ご入浴の他にも、パスポートのナンバリングで

豪華景品が当たるチャンスもございますので、この機会に瀬戸内海に浮かぶ
周防大島ならではの癒しの潮湯をご満喫ください。 

有効期限　4 月 30 日㈯までにご利用ください（期間限定ですので以降の使用はできません）
販売価格　1,000 円（1,000 枚限定）
販売施設　周防大島観光協会・竜崎温泉・潮風呂保養館（グリーンステイながうら）・　
　　　　　片添ヶ浜温泉遊湯ランド
抽選結果　5 月初旬に周防大島観光協会ホームページにて発表いたします
問い合わせ　周防大島観光協会　☎０８２０（７２）２１３４

瀬戸内潮湯巡りパスポート販売中

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。


